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1.  平成23年3月期第3四半期の連結業績（平成22年4月1日～平成22年12月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期第3四半期 151,308 △15.8 39,725 △14.1 43,171 △11.2 27,029 △7.2

22年3月期第3四半期 179,742 8.4 46,240 21.2 48,641 15.5 29,124 12.0

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年3月期第3四半期 282.66 ―

22年3月期第3四半期 302.53 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期第3四半期 460,025 414,599 90.1 4,368.97
22年3月期 461,358 408,024 88.4 4,238.45

（参考） 自己資本   23年3月期第3四半期  414,599百万円 22年3月期  408,024百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無  
 

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年3月期 ― 75.00 ― 75.00 150.00
23年3月期 ― 75.00 ―

23年3月期 
（予想）

75.00 150.00

3.  平成23年3月期の連結業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  無  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 210,000 △5.7 56,000 0.4 59,000 △0.6 37,000 2.2 389.90
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(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無  

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表
示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続が実施中であります。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
上記の業績予想につきましては、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであります。 
実際の業績は、今後様々な要因によって予想数値と異なる結果となる可能性があります。 
なお、業績予想に関する事項は、３ページ「１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報（3）連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】４ページ「２．その他の情報」をご覧ください。）

新規 ―社 （社名 ）、 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有

② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期3Q 97,597,500株 22年3月期  97,597,500株

② 期末自己株式数 23年3月期3Q  2,701,245株 22年3月期  1,330,130株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期3Q 95,625,009株 22年3月期3Q 96,272,579株
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１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報 

(1) 連結経営成績に関する定性的情報 

当第３四半期連結累計期間（平成22年４月１日から平成22年12月31日まで）におけるわが国経済は、国内の政策効

果などから企業収益の一部改善が見られたものの、円高の進行や厳しい雇用環境を背景に景気は足踏み状態となって

おり、依然として厳しい状況が続いております。 

当パチンコ・パチスロ業界におきましては、１円パチンコに代表される低貸玉営業の普及やパチスロの人気回復な

どを背景に減少を続けていたファン人口やパチスロ設置台数に回復の兆しが見られます。しかしながら、景気の先行

き不透明感などからプレイ費用を抑えようとするファンの傾向が現れており、パーラーの営業形態の主軸である４円

パチンコにおいて集客にかげりが見られるなど収益環境は厳しい状況にあります。そのため、パーラーにおける主要

な集客手段である遊技機の入替につきましても厳選傾向が一層顕著になっております。 

当社グループにおきましては、平成22年４月に新設した「商品戦略室」を中心に商品競争力の再強化を図ることで

企業ブランドの向上に努めており、ファンの目線を今まで以上に重視した遊技機の開発に注力するとともに、４円パ

チンコの拡大に寄与できるようなコンセプトを明確にした遊技機の開発にも重点的に取り組んでおります。また、遊

技機のリユースに取り組み柔軟な価格政策を実施することでパチンコ業界全体の活性化にも努めてまいります。 

販売の動向といたしましては、平成22年11月のＡＰＥＣ開催に伴い、開催期間を含む１ヶ月間以上において遊技機

の入替自粛が実施されたことから、当第３四半期連結会計期間における新機種投入数は限定的なものとなりました。

また「商品戦略室」を中心とした新開発体制による競争力再強化につきましては現在その途上にあり、販売数量にお

きましても前年同四半期連結累計期間に比べて減少しております。 

以上から、連結売上高1,513億円（前年同四半期比15.8％減）、連結営業利益397億円（同14.1％減）、連結経常利

益431億円（同11.2％減）、連結四半期純利益270億円（同7.2％減）となりました。 

セグメントの業績は次のとおりであります。なお、第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関

する会計基準」（企業会計基準第17号 平成21年３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用

指針」（企業会計基準適用指針第20号 平成20年３月21日）を適用しておりますが、事業区分に変更はないため、前

年同四半期比較を行っております。 

（パチンコ機関連事業） 

パチンコ機関連事業につきましては、ＳＡＮＫＹＯブランドで５シリーズ、Ｂｉｓｔｙブランドで３シリーズの販

売を行いました。ＳＡＮＫＹＯブランドにおきましては、人気ロックバンドとのコラボレーションを実現した「フィ

ーバーＸ ＪＡＰＡＮ」（平成22年９月）、往年の人気プロレスアニメをパチンコで再現した「フィーバータイガー

マスク」（平成22年12月）などを販売いたしました。また、Ｂｉｓｔｙブランドにおきましては、「エヴァンゲリオ

ン」シリーズの第６弾「ヱヴァンゲリヲン～始まりの福音～」（平成22年６月）などを販売いたしました。 

この結果、売上高1,249億円（前年同四半期比21.5％減）、営業利益407億円（同19.8％減）、販売台数349千台と

なりました。 

（パチスロ機関連事業） 

パチスロ機関連事業につきましては、ＳＡＮＫＹＯブランドにおきましてインパクトあるフィギュアを搭載した斬

新な筐体に加え高度なゲーム性とアニメの世界観を巧みに融合させた「超時空要塞マクロス」（平成22年11月）など

を販売いたしました。また、Ｂｉｓｔｙブランドにおきましては、「新世紀エヴァンゲリオン～魂の軌跡～」（平成

22年２月）が長期間に亘りファンの支持を得たことにより一定のリピートオーダーを獲得いたしました。 

この結果、売上高96億円（前年同四半期比118.2％増）、営業利益12億円（前年同四半期は17億円の営業損失）、

販売台数34千台となりました。 
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（補給機器関連事業） 

補給機器関連事業につきましては、売上高153億円（前年同四半期比2.1％増）、営業利益10億円（同196.1％増）

となりました。 

（その他） 

その他につきましては、売上高13億円（前年同四半期比27.5％増）、営業利益4億円（同22.5％増）となりました。 

 

(2) 連結財政状態に関する定性的情報 

（資産、負債及び純資産の状況） 

当第３四半期連結会計期間末の総資産は4,600億円であり、前連結会計年度末と比べ13億円減少しました。これは

主に現金及び預金が83億円増加となりましたが、受取手形及び売掛金が38億円、有償支給未収入金（流動資産「そ

の他」に含む）が35億円、長期貸付金（投資その他の資産「その他」に含む）が17億円減少したことによるもので

あります。 

負債は454億円であり、前連結会計年度末と比べ79億円減少しております。これは主に支払手形及び買掛金が68億

円減少したことによるものであります。 

純資産は前連結会計年度末と比べ65億円増加しました。これは四半期純利益を270億円計上した一方、主に配当金

の支払い143億円、自己株式の取得58億円によるものであります。この結果、純資産は4,145億円となり、自己資本

比率は1.7ポイント増加し、90.1％となりました。 

 

(3) 連結業績予想に関する定性的情報 

平成22年９月９日付「平成23年３月期業績予想の修正に関するお知らせ」で公表しました通期の業績予想に変更は

ありません。 
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２．その他の情報 

(1) 重要な子会社の異動の概要 

該当事項はありません。 

 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

重要性が乏しいため記載を省略しております。 

 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

会計処理基準に関する事項の変更 

①「持分法に関する会計基準」及び「持分法適用関連会社の会計処理に関する当面の取扱い」の適用 

第１四半期連結会計期間より、「持分法に関する会計基準」（企業会計基準第16号 平成20年３月10日公表分）

及び「持分法適用関連会社の会計処理に関する当面の取扱い」（実務対応報告第24号 平成20年３月10日）を適用

しております。 

これによる損益への影響はありません。 

 

②「資産除去債務に関する会計基準」等の適用 

第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年３月31日）

及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年３月31日）を適用し

ております。 

これにより、当第３四半期連結累計期間の営業利益、経常利益はそれぞれ2百万円減少し、税金等調整前四半期

純利益は50百万円減少しております。また、当会計基準等の適用開始による資産除去債務の変動額は58百万円であ

ります。 

 

表示方法の変更 

（四半期連結損益計算書） 

「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成20年12月26日）に基づく財務諸表等規則等の一

部を改正する内閣府令（平成21年３月24日 内閣府令第５号）の適用により、当第３四半期連結累計期間では、

「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目を表示しております。 
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3. 四半期連結財務諸表 
(1) 四半期連結貸借対照表 

(単位：百万円)

当第３四半期 
連結会計期間末 

(平成22年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 151,729 143,416

受取手形及び売掛金 46,026 49,868

有価証券 114,996 115,004

商品及び製品 214 36

仕掛品 16 244

原材料及び貯蔵品 1,671 3,020

その他 11,742 15,092

貸倒引当金 △31 △75

流動資産合計 326,367 326,608

固定資産   

有形固定資産 49,483 51,055

無形固定資産 316 310

投資その他の資産   

投資有価証券 78,907 77,373

その他 5,547 6,739

貸倒引当金 △216 △349

投資損失引当金 △379 △379

投資その他の資産合計 83,859 83,384

固定資産合計 133,658 134,750

資産合計 460,025 461,358

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 23,324 30,182

未払法人税等 7,066 7,259

賞与引当金 426 817

その他 9,008 9,766

流動負債合計 39,827 48,025

固定負債   

役員退職慰労引当金 671 623

退職給付引当金 3,174 2,933

資産除去債務 59 －

その他 1,693 1,752

固定負債合計 5,599 5,309

負債合計 45,426 53,334
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(単位：百万円)

当第３四半期 
連結会計期間末 

(平成22年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 14,840 14,840

資本剰余金 23,880 23,880

利益剰余金 390,163 377,529

自己株式 △14,818 △8,969

株主資本合計 414,065 407,280

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 533 744

評価・換算差額等合計 533 744

純資産合計 414,599 408,024

負債純資産合計 460,025 461,358
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(2) 四半期連結損益計算書 
【第３四半期連結累計期間】 

(単位：百万円)

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年12月31日) 

売上高 179,742 151,308

売上原価 93,624 73,854

売上総利益 86,117 77,454

販売費及び一般管理費 39,877 37,728

営業利益 46,240 39,725

営業外収益   

受取利息 1,287 999

受取配当金 51 192

持分法による投資利益 719 1,871

その他 365 396

営業外収益合計 2,423 3,460

営業外費用   

支払利息 0 －

その他 21 14

営業外費用合計 21 14

経常利益 48,641 43,171

特別利益   

貸倒引当金戻入額 117 41

特別利益合計 117 41

特別損失   

固定資産売却損 66 －

固定資産廃棄損 490 47

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 48

特別損失合計 556 95

税金等調整前四半期純利益 48,202 43,117

法人税、住民税及び事業税 13,479 16,628

法人税等調整額 5,598 △540

法人税等合計 19,077 16,087

少数株主損益調整前四半期純利益 － 27,029

四半期純利益 29,124 27,029
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(3) 四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

(単位：百万円)

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年12月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 48,202 43,117

減価償却費 3,757 3,361

引当金の増減額（△は減少） △169 △277

受取利息及び受取配当金 △1,339 △1,192

支払利息 0 －

持分法による投資損益（△は益） △719 △1,871

売上債権の増減額（△は増加） △7,551 3,842

たな卸資産の増減額（△は増加） 21,045 1,410

仕入債務の増減額（△は減少） △43,684 △6,857

その他 17,787 961

小計 37,330 42,493

利息及び配当金の受取額 1,734 1,667

利息の支払額 △0 －

法人税等の支払額 △23,542 △15,186

営業活動によるキャッシュ・フロー 15,523 28,973

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △2,514 －

有形及び無形固定資産の取得による支出 △6,617 △1,645

投資有価証券の取得による支出 △27,023 △30,776

投資有価証券の償還による収入 24,000 30,235

貸付けによる支出 △1,806 －

貸付金の回収による収入 15 1,806

その他 81 2

投資活動によるキャッシュ・フロー △13,864 △378

財務活動によるキャッシュ・フロー   

ファイナンス・リース債務の返済による支出 △53 △36

自己株式の売却による収入 3 1

自己株式の取得による支出 △17 △5,851

配当金の支払額 △14,469 △14,394

財務活動によるキャッシュ・フロー △14,537 △20,281

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △12,879 8,313

現金及び現金同等物の期首残高 218,509 218,416

現金及び現金同等物の四半期末残高 205,629 226,729
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(4) 継続企業の前提に関する注記 

当第３四半期連結累計期間（自 平成22年４月１日 至 平成22年12月31日） 

該当事項はありません。 

 

(5) セグメント情報 

【事業の種類別セグメント情報】 

前第３四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年12月31日） 

 
パチンコ機
関連事業 

(百万円) 

パチスロ機
関連事業

(百万円)

補給機器
関連事業

(百万円)

その他 
の事業 

(百万円)

計 

(百万円) 

消去又は
全社 

(百万円) 

連結 

(百万円)

売上高    

(1)外部顧客に対する 
売上高 

159,218 4,432 15,071 1,018 179,742 － 179,742

(2)セグメント間の内部 
売上高又は振替高 

18 － － 10 29 （29） －

計 159,237 4,432 15,071 1,029 179,771 （29） 179,742

営業利益又は営業損失(△) 50,739 △1,718 370 382 49,773 （3,532） 46,240

(注) １ 事業区分の方法は販売品目系統によって区分しております。 

２ 各事業区分の主要な製品 

(1) パチンコ機関連事業 ……パチンコ機、パチンコ機ゲージ盤、関連部品及びパチンコ機関連ロイヤリ 

              ティー収入 

(2) パチスロ機関連事業 ……パチスロ機、パロット機、関連部品及びパチスロ機関連ロイヤリティー収 

              入 

(3) 補給機器関連事業  ……パチンコ・パチスロ補給装置、カードシステム機器、ホール設備周辺機器 

              及び補給機器関連ロイヤリティー収入 

(4) その他の事業    ……不動産賃貸収入、一般成形部品等 

 

【所在地別セグメント情報】 

前第３四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年12月31日） 

在外支店及び在外連結子会社がないため、該当事項はありません。 

 

 

【海外売上高】 

前第３四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年12月31日） 

海外売上高がないため、該当事項はありません。 
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【セグメント情報】 

（追加情報） 

第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号 平成21年３

月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号 平成20年３月

21日）を適用しております。 

 

１  報告セグメントの概要 

当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が、経営資源の

配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。 

当社は、パチンコ遊技機・パチスロ遊技機の製造・販売、パチンコ・パチスロ補給装置等の設置・販売を主力事業

として展開していることから、「パチンコ機関連事業」、「パチスロ機関連事業」、「補給機器関連事業」の３つを報

告セグメントとしております。 

「パチンコ機関連事業」は、パチンコ機、パチンコ機ゲージ盤、関連部品の製造・販売及び関連ロイヤリティー事

業、「パチスロ機関連事業」は、パチスロ機、関連部品の製造・販売及び関連ロイヤリティー事業、「補給機器関連事

業」は、パチンコ・パチスロ補給装置、カードシステム機器、ホール設備周辺機器の製造・販売及び関連ロイヤリティ

ー事業を行っております。 

 

２  報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

当第３四半期連結累計期間（自  平成22年４月１日  至  平成22年12月31日） 

 

（単位：百万円）

報告セグメント 
 

パチンコ機
関連事業 

パチスロ機
関連事業

補給機器
関連事業

計 

その他
(注)１

合計 
調整額 
(注)２ 

四半期連結
損益計算書
計上額 
(注)３ 

売上高    

  外部顧客への売上高 124,931 9,672 15,392 149,995 1,313 151,308 － 151,308

  セグメント間の内部 
 売上高又は振替高 － － － － － － － －

計 124,931 9,672 15,392 149,995 1,313 151,308 － 151,308

セグメント利益 40,713 1,214 1,095 43,023 468 43,492 △3,766 39,725

(注) １ 「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、不動産賃貸、一般成形部品販売

等の事業であります。 

２ セグメント利益の調整額は、各報告セグメントに帰属しない提出会社の管理部門に係る一般管理費でありま

す。 

３ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

 
(6) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 

当社は、平成22年６月11日開催の取締役会において、会社法第165条第３項の規定により読み替えて適用される同

法第156条の規定に基づき自己株式の取得を決議し、実施しております。この結果、当第３四半期連結会計期間末に

おいて自己株式が58億円増加しております。 
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